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【研究・技術紹介】 

構造用金属材料の高強度・高延性化の研究を行っております。溶解法ならびに粉末冶金法によ

り合金作製を行い、加工・熱処理を利用して、室温ならびに高温における高強度化を行うとと

もに、構造不均一性を導入することによる高延性付与を目的としています。 
 

テーマ１：構造不均一性導入を利用した高強度・高延性化 

材料は高強度化すると延性を失うというトレードオフの関係を

持っています。しかし、近年、高強度でありながら高延性を示す

合金系が報告されています。これらの合金の特徴は、ナノサイズ

で不均一な微細組織を持っているということです。例えば、粗大

粒と微細粒の 2種類の粒径からなるバイモーダル組織が典型例で
す。本テーマでは、不均一構造（特にバイモーダル組織）を積極

的に利用して、従来高強度化されてきた合金の高延性化を行う研

究をしています。 
 

キーワード：高強度・高延性、構造不均一性、バイモーダル組織 
特許・論文： 
・T. Sakamoto et al., Mater. Sci. Eng. A, 748 (2019)428-433. 
・特願 2020-143940 
社会実装について（どのような実用化につながる研究・技術であ
るか）： 
高強度化された小型構造部材への高延性・高加工性付与 
 

【研究者から一言】 

鉄鋼材料および非鉄金属材料を用いてこれまで研究を行ってまいりましたが、これらの金属材

料に対して本テーマの結果を応用できることを目指しております。 
 

メカニカルアロイングで作製した分散

強化 Al-5wt%Y2O3 の透過電子顕微鏡

写真。矢印は Y2O3を示す。従来の分散

強化法により高強度化されており、さ

らに母相の Al をバイモーダル化する

ことにより高強度・高延性化を目指す。 

 


